
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

232

蛾 の 幼 蟲 、 蛹 、 、成 蟲等 の 寫 眞 く12）
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　　幼蟲は楕圓形で 、 兩端少 し く膨 らみ 、腹面扁 A  腹脚無 し。 頭部は 前胸の

内部 に 隱 され る 。 各環節には 2對 つ つ の 肉角が あつ て 、 中で も第 1及び第 9 腹

環節に あ る もの は特 に大 き い 。 之等の 肉角か らは澤 山 の 刺が 生 じ、・そ の 刺は 有

毒 で 、入間が之に 觸れ ると著 しV ・痛み を感 じる 。 色 は黄緑色 。 背面に 褐色の 大

紋あ り、そ の 左右 に 青色 の 2 線が あ る 。

　 ． 蝋は太 く短 く、脚や 翅や 環節は 互に 固着 して ゐない
。 初 めは淡黄色 ． 後に

褐色 となる 。　　　　　　　　　　　　・　．　　　　　　　　　　
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　　繭は楕圓形で
、 堅 く、色 は次白色で

、 暗褐色 の 曲條 を有 する 。 樹木 の 枝 に

附着 して ゐ る。

　　卵 は扁 A 

　　年 1 回の 發生 、 時 に 2 回O もの もあ る由。 發生甚 しく長期闇に 亘 り、 蛾 は

5 月頃か ら10 月まで 、幼 蟲は 6 月頃か ら11月頃 まで 見られ る 。 繭中に前蛹ρ斌

態で 齡 ・翌 春 に 至 つ て 蛹化 し・殉 翊 弓化 する・ M 化 吟 して 瞰 の 」端 が

蓋 の や うに 開 く。

　　繭は俗 に ス ズ 芝 ノ シ ヨ ウ ペ ン タ ゴ と 呼ばれ 、 前蛹 は 魚釣 の 餌 と して 用 ゐ ら

れ 、
タ マ ム シ と稱 され る 。
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蟲　　　　　　　　x1 ．6　　1934年 6月撮罍彡

　　　　 xL5 　1935年5月鑑影

蟲　　　　　　　x1 ．O　l931年 9月 撮影
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